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◇
三
中
地
区
市
民
委
員
会
の
活
動

５
月
２６
日
に
三
中
地
区
市
民
委
員
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
長
挨
拶
ほ
か

「土
浦
市
ま
ち
づ
く
り

市
民
会
議
」
議
長
の
川
又
文
夫
氏

（元
三
中

地
区
市
民
委
員
会
委
員
長
）
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

（荒
川
沖
西
二
丁
目
地
区
長
）

三
中
地
区
市
民
委
員

会
は
、
土
浦
市
民
憲
章

の
趣
旨
に
の
っ
と
り
三

中
地
区
の
市
民
の
交
流

と
融
和
を
図
る
と
と
も

に
地
区
住
民
が
協
力
し
て
住
み
よ
い
さ
わ
や

か
な
ま
ち
づ
く
り
が
図
ら
れ
る
よ
う
諸
事
業

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
推
進
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
町
内
会

・
各
団
体
と
の
連
携

を
密
に
す
る
と
と
も
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な

が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

私
も
住
み
よ
い
三
中
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
な
お

一

層
の
ご
協
力
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【福

部
　
長
坂
場
　
鉱
太
郎

荒
川
沖
西
二
丁
目

①

「な
が
み
ね
」
に
て

「こ
う
ふ
く
バ
ラ
ン

ス
健
康
体
操
」
の
継
続
実
施

②
男
の
料
理
教
室
の
開
催

（６
月
２９
日

・
１０
月

２６
日
）
年
２
回
開
催

③
出
前
講
座
の
実
施

（９
月
２８
日
）

④
移
動
学
習
会
の
実
施

（１２
月
）

⑤
講
演
会
の
実
施

（２
月
）

●
文
化
祭
で
は
ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
バ
ザ
ー
、

福
祉
の
店
等
を
予
定

【安
　
全
　
部
】

①
救
急

（Ａ
Ｅ
Ｄ
）
講
習
会
の
実
施

（７
月
２７
日
）

②
出
前
講
座

（青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習

・
防

犯
教
室
）
の
実
施

（８
月
２４
日
）

③
＊

「歌
声
喫
茶
」
の
実
施

（１０
月
１９
日
）

④
移
動
学
習
会
の
実
施

（２
月
）

⑤
＊

「わ
い
わ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
の
実
施

（６
月

。
７
月

・
８
月

。
９
月
）

●
文
化
祭
で
は
芸
能
大
会
の
開
催
等

【ス
ポ
ー
ツ
健
康
部
】部

　
長
山
崎
　
俊
幸
荒
川
沖
南
区

①
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル
講
習
会

（９
月
～
１
月
　
年
４
回
）

②
ヘ
ル
シ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（２
月
２
日
）

③
ハ
イ
キ
ン
グ
開
催

（１１
月
２３
日
）

④

「歩
く
会
」
体
協
と
共
催

（３
月
２
日
）

⑤
＊

「わ
い
わ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
の
実
施

（６
月

。
７
月

・
８
月

。
９
月
）

●
文
化
祭
で
は
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
開
催
等

【環
　
境
　
部
】

良
純中
村
東
町

・・一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一， 一

ま
つ
江
　
　
　
①
公
民
館
花
壇
の
整
備

（年
間
を
通
し
て
花

乙
戸
町
　
　
壇
管
理
維
持
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

②
公
民
館
の
草
取
り

（１０
月

。
翌
年
５
月
）

③
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の
設
置

（５
月
）

④
＊

「わ
い
わ
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
の
実
施

（６
月

・
７
月

・
８
月

。
９
月
）

⑤
ゴ
ミ
拾
い
大
作
戦

（１０
月

。
３
月
）

⑥
環
境
に
関
す
る
研
修
会
の
実
施

（６
月
１４
日
）

⑦
移
動
学
習
会
の
実
施
（６
月
１４
日

。
‐２
月
）

③
ポ
イ
捨
て
防
止
看
板
の
掲
示
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⑨
土
浦
市
環
境
展
へ
の
参
加

（１１
月
２
日
）

⑩

「花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ
の

参
加

①

「グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
へ

の
参
加

⑫
出
張
出
前
講
座

○
環
境
講
座
　
（土
浦
市
環
境
基
本
計
画
推

進
協
圭史
ム
と
共
催
）

⑭
特
別
学
習
会

（土
浦
市
環
境
基
本
計
画
推

進
協
議
会
と
共
催
）

●
文
化
祭
で
は
農
産
物
の
即
売

・
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
作
り
等

【文
化
広
報
部
】

一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一一一一・一一一一一．一一一一一一

一
一

・・

一一
一

一．・　

　

．一一一

中
村
東
町

①
公
民
館
だ
よ
り

「う
ち
ら
」
の
発
行

（１０
月
、
３
月
）

②
移
動
学
習
会

「文
学
散
歩
」
の
実
施

（９
月
６
日
）

③
＊

「歌
声
喫
茶
」
（１０
月
１９
日
）

●
文
化
祭
で
は
児
童
作
品
等
の
展
示

【青
少
年
育
成
部
】

部
長山
田
　
由
美
子

西
根
南
三
丁
目

①
チ
ヤ
レ
ン
ジ
グ
ラ
ブ
ヘ
の
協
力
（年
１０
回
）

②
デ
イ
キ
ヤ
ン
プ
の
開
催

（６
月
１６
日
）

③
あ
い
さ
つ
声
か
け
運
動
へ
の
参
加

（７
月

５
日
）

●
文
化
祭
で
は
子
ど
も
コ
ー
ナ
ー
開
催
及
び

綿
あ
め
販
売
等

取
材
で
き
た

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【環
　
境
　
部
】
部
員
研
修
会

環
境
部
移
動
研
修
会
に
参
加

６
月
１４
日
、
環
境
部

（部
長

・
西
村
良
純
）

の
研
修
会

「リ
サ
イ
ク
ル
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
を
学
ぶ
！
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
の
見
学
場
所

「保
和
苑
」
は
２
日
後

に
始
ま
る
水
戸
市
の

「紫
陽
花
祭
り
」
の
会

場
と
な
る
場
所
で
す
。

事
前
準
備
し
て
い
た
だ
い
た

「あ
じ
さ
い
百

科
」
は
カ
ラ
ー
版
で
保
存
版
と
な
る
出
来
映

え
で
す
。
同
行
の
公
民
館
長
の
紹
介
で
環
境

部
長
の
作
品
と
知
り
参
加
者
か
ら
の
拍
手
の

嵐
で
す
。
会
場
の
紫
陽
花
は
種
類
に
よ
っ
て

時
期
が
ず
れ
て
い
て
全
体
が
満
開
と
は
い
え

な
い
状
態
で
し
た
が
、
園
内
の
ク
ジ
ャ
ク
小

屋
で
は
ク
ジ
ャ
ク
が
羽
根
を
広
げ
み
ん
な
を

歓
迎
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
感
激
で
し
た
。

昼
食
は

「薫
風
梅
み
月
」
フ
ル
コ
ー
ス
に

近
い
食
事
で
み
な
さ
ん
満
足
顔
、
参
加
者
の

３
分
の
２
近
い
女
性
陣
の
中
に
は

「準
備
、

後
片
づ
け
な
し
、
運
ん
で
く
れ
る
」
こ
と
で
、

日
常
か
ら
離
れ
て
さ
ら
に
満
足
の
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

お
な
か
も
整

っ
た
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
主
目

的
、
「北
越
紀
州
製
紙
閉
関
東
工
場
」
へ
移
動
。

入
□
に
あ
た
る
事
務
所
の
職
員
の
皆
さ
ん

総
立
ち
で
の
歓
迎
。
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
工
場

案
内
後
、
全
員
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
姿
で
工
場
内

見
学
。
同
工
場
は
主
に
新
聞

・
雑
誌

・
古
紙

パ
ル
プ
を
中
心
に
、
両
面
に
新
し
い
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ル
プ
で
６
層
に
成
形
し
た
厚
紙

（白

板
紙
）
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

地
区
の
子
ど
も
会
の
集
め
る
古
紙
回
収
の

際
、
新
聞
だ
け
で
な
く
他
の
紙
類

（雑
紙
）

と
特
に
分
別
し
て
い
な
い
も
の
は
段
ボ
ー
ル

等
へ
回
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
参
加
者
か
ら

の
質
問
は
関
心
の
高
さ
を
表
し
て
い
ま
し

た
。
製
品

（白
板
紙
）
は
、
ケ
ー
キ
の
箱
や

お
菓
子
、
医
薬
品
、古同
級
化
粧
品
の
各
種
パ

ッ

ケ
ー
ジ
を
は
じ
め
ノ
ー
ト
な
ど
の
表
紙
類
、

各
種
高
級
印
刷
用
紙
、
絵
本
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
る
馴
染
み
あ
る
も
の
で
す
。

一
方
の
目
玉
は
、バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
。

環
境
に
優
し
い
廃
材
活
用
、
廃
パ
レ
ッ
ト
、

建
築
廃
材
、
間
伐
材
等
を
チ
ッ
プ
化
し
た
も

の
、
工
場
で
発
生
す
る
ぺ
―
パ
ー
ス
ラ
ッ
ジ

を
中
心
に
、
そ
の
他
の
燃
料
を
支
燃
材

（石

炭
）
と
し
て
発
電
。
発
電
量
の
約
半
分
は
工

場
内
使
用
、
他
は
売
電
し
て
い
ま
す
。

最
後
は
、
那
珂
湊
お
さ
か
な
市
場
。
家
族

へ
の
お
土
産
、
晩
ご
は
ん
の
お
か
ず
等
々
で

沢
山
買
い
込
む
姿
も
。

ス
タ
ー
ト
時
は
霧
雨
の
状
態
だ

っ
た
が
保

和
苑
に
つ
く
頃
は
ほ
ば
上
が
り
、
充
実
し
た

一
日
で
し
た
。

取
材
　
文
化
広
報
部
長
　
相
川
　
勇

東
小
学
校
で
は
、
毎
年
６
月
に
育
成
会
主

催
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
１
～
６
年
生
の
子
供
た
ち
が
１２

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
３
つ
の
競
技
を
行
い
ま

す
。
学
年
も
住
ん
で
い
る
地
域
も
バ
ラ
バ
ラ

の
子
た
ち
が
、　
一
緒
に
な

っ
て
競
い
ま
す
。

朝
、
登
校
班
で
集
ま
っ
て

一
緒
に
体
育
館
に

到
着
。
受
付
で
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
を
伝
え
ら
れ

音6
本日 f尋
サ||

勇

歌曰留層

た
芝習糀伊ガのご期
な開催日 :

10月 19日 (二L)
は時間 :

鰺

箋 ilI里 ぎ

の
こ
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て
、
今
度
は
チ
ー
ム
ご
と
に
集
合
。
初
め
て

会
う
人
も
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
の
で
す

が
、
さ
す
が
、
子
供
た
ち
は
あ
っ
と
い
う
間

に
仲
良
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
面
倒

見
の
良
い
上
級
生
た
ち
が
緊
張
気
味
の
低
学

年
の
子
を
り
―
ド
し
て
ま
と
め
て
い
る
姿
も

見
ら
れ
、
成
長
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。い

ざ
、
競
技
開
始
。
ま
ず
は
ボ
ー
ル
送
り

競
争
。
お
母
さ
ん
方
が
手
本
を
見
せ
ま
す
。

そ
し
て
、
子
供
た
ち
が
勢
い
よ
く
ス
タ
ー

ト
ー
　
み
ん
な
と
て
も
元
気
に
、
反
則
技
も

繰
り
出
し
て

（笑
）
優
勝
目
指
し
て
頑
張
り

ま
す
。
競
技
に
参
加
し
て
い
る
子
も
必
死
、

応
援
し
て
い
る
子
も
必
死
。
ど
の
子
も
と
っ

て
も
良
い
表
情
で
競
技
が
進
み
ま
し
た
。

２
種
目
日
は
雑
巾
が
け
レ
ー
ス
。
特
に
低

学
年
の
子
は
、
経
験
が
な
い
子
も
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
１
枚
の
タ
オ
ル
を

２
人
で
使
用
し
、
コ
ー
ン
を
∪
タ
ー
ン
し
て

く
る
の
で
、
な
か
な
か
難
し
い
競
技
で
す
。

慎
重
な
子
、
大
胆
な
子
、
転
が
る
子
、
様
々

で
す
。
で
も
、
ど
こ
に
も
子
供
た
ち
の
と
っ

て
も
索
敵
な
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

最
後
は
、
名
物
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
競
争
。

こ
れ
は
勝
ち
負
け
関
係
な
し
。
で
も
、
子
供

た
ち
が

一
番
必
死
に
な
る
競
技
で
す
。
始
ま

る
前
に
み
ん
な
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
が
入
っ
て

い
る
箱
の
周
り
に
集
ま
っ
て
チ
エ
ツ
ク
。
な

わ
と
び
を
飛
ん
で
か
ら
取
り
に
行
く
の
で
す

が
、
ど
の
子
も
本
当
に
真
剣
。
あ
ま
り
に
も

必
死
に
な
り
す
ぎ
て
、
取
っ
て
き
た
カ
ッ
プ

ラ
ー
メ
ン
が
自
分
の
欲
し
か

っ
た
の
と
は

違

っ
て
い
て
涙
ぐ
ん
で
い
る
子
も
い
ま
し

た
。午
前
中
だ
け
の
短
い
時
間
で
す
が
、
た
く

さ
ん
の
子
供
た
ち
と
生
き
生
き
し
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
、楽
し
か
っ
た
で
す
。

６
月
２２
日
、
乙
戸

「青
少
年
の
家
」
グ
ラ

ン
ド
で
行
わ
れ
た
土
浦
市
三
中
地
区
体
育
協

会

（会
長

。
大
曽
根
光
造
）
主
催
の

「グ

ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
初
め
て
参
加
し
ま

し
た
。

参
加
者
約
１
２
０
名
の
う
ち
初
心
者
が
１７

名
。
グ
ラ
ブ
、ボ
ー
ル
等
の
用
具
は

「体
協
」

で
用
意
し
て
い
た
も
の
を
借
用
し
ま
し
た
。

１
チ
ー
ム
５
人
、
８
組
で
、
３
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
ス
タ
ー
ト
で
す
。
チ
ー
ム
編
成
は

抽
選
で
決
ま
リ
メ
ン
バ
ー
は
そ
の
時
初
め
て

の
顔
合
わ
せ
と
な
り
ま
す
。
私
は
初
め
て
で

し
た
の
で
、
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い

ろ
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
硬
い
ボ
ー
ル

を
初
め
て
ク
ラ
ブ
で
打

っ
た
感
触
を
確
か
め

な
が
ら
夢
中
で
回
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ル
の
輪

の
中
に
入
れ
て
も
飛
び
出
し
て
し
ま

っ
た

り
、
輪
を
支
え
る
３
本
の
柱
に
跳
ね
返
さ
れ

た
り
と
散
々
で
し
た
。

コ
ー
ス
は
ホ
ー
ル
と
次
の
ス
タ
ー
ト
と
近

く
。
う
っ
か
り
す
る
と
後
の
チ
ー
ム
の
邪
魔

を
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
ゲ
ー
ム
は

３
ラ
ウ
ン
ド
、
前
半
２
ラ
ウ
ン
ド
で
休
憩
、

後
半
１
ラ
ウ
ン
ド
で
す
。

休
憩
中
は
み
な
さ
ん
、仲
間
と
し
て
歓
談
。

こ
れ
が
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
と
の
声
も
あ

り
ま
し
た
。
参
加
者
の

一
人
は
早
速
入
会
の

手
続
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

終
了
後
の
表
彰
式
、
広
場
に
机
を
並
べ
て

準
備
し
て
あ
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
が
木
陰

か
ら
離
れ
ず
、
や
む
を
得
ず
机
を
移
動
し
て

の
表
彰
式
の

一
幕
も
あ
り
ま
し
た
。

前
日
の
雨
、
大
会
中
は
晴
れ
、
夕
方
に
は

雷
雨
と
異
常
な
気
象
の
中
、
皆
さ
ん
の
心
が

け
の
良
さ
が
き
ょ
う

一
日
を
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文
化
広
報
部
　
中
村
東
町
　
相
川
　
勇

今
年
の
夏
祭
り
は
海
の
日
を
含
む
３
連
体

の
７
月
１３
日

（土
）
と
１４
日

（日
）
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
天
気
は
太
陽
が
時
々
雲
に
隠

れ
る
く
ら
い
の
猛
暑
で
も
な
く
良
い
日
で
し

た
。初
日
は
神
輿
と
山
車
に
よ
る
町
内
外
周
、

二
日
目
は
街
並
み
の
中
を
く
ね
く
ね
と
巡
行

(3)
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を
行
い
、
各
家
々
か
ら
の
お
祝
い
金
を
ち
ょ

う
だ
い
し
て
初
日
夜
の
屋
台
の
費
用
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

夜

「屋
台
」
で
は
や
き
そ
ば

。
か
き
氷

・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

・
や
き
と
り
が
人
気
で

す
。
子
ど
も
会
の
テ
ン
ト
で
は
ゲ
ー
ム
も
行

い
ま
し
た
。
山
車
の
上
で
は
１
週
間
前
か
ら

練
習
し
た

「ひ
ま
わ
り
子
ど
も
会
」
の
お
囃

子
で
す
。
お
神
輿
は
台
車
に
乗
せ
て
各
家
庭

を
回
り
ま
し
た
。

幸
い
熱
中
症
ほ
か
怪
我
も
な
く
傷
害
保
険

の
お
世
話
に
な
る
こ
と
も
な
く
二
日
間
を
無

事
に
終
了
で
き
午
後
三
時
に
は
山
車
の
格
納

後
片
付
け
を
終
え
ま
し
た
。

祭
り
の
中
心
と
な
る
子
ど
も
会
は
太
鼓
の

練
習
、
ハ
ッ
ピ
の
確
認
、
山
車
の
花
飾
り
な

ど
事
前
準
備
も
大
変
で
す
。
婦
人
部
は
全
体

の
ま
か
な
い
と
麦
茶

・
レ
モ
ン
水
な
ど
飲
み

物
補
給
に
大
忙
し
で
す
、
青
年
部
は
山
車
の

引
き
回
し
、
３
０
０
食
ほ
ど
の
夜
の
屋
台
の

準
備
で
大
汗
で
し
た
。
老
人
会
も
祭
礼
事
務

所
の
設
営
な
ど
で
参
加
し
ま
し
た
。

町
内
全
体
が
自
分
に
で
き
る
こ
と
で
祭
り

に
貢
献
い
た
し
ま
し
た
。

近
年
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
老
朽
化
し

た
山
車
の
足
回
り
や
、
山
車
倉
庫
の
補
修
等

で
す
。
次
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

祭
り
を
継
続
的
に
実
施
で
き
て
い
る
町
内

は

「災
害
時
に
復
旧
等
の
立
ち
上
が
り
に
強

い
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ

は
、
ま
か
な
い
作
業
が
炊
き
出
し
訓
練
を
兼

ね
て
い
る
こ
と
や
皆
で
協
力
し
て
実
施
す
る

行
事
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
よ
く
す
る
こ
と
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
広
報
部
員
　
　
赤
川
　
澄
信

７
月
２８
日
は
中
村
町
六
区
町
内
を
お
祝
い

す
る
日
で
す
。

自
治
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
禄
寿
会
、

育
成
会
の
各
団
体
の
協
力
の
も
と
１
日
を
楽

し
み
ま
す
。
自
治
会
長
の
あ
い
さ
つ
か
ら
始

ま
り
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
ゲ
ー
ム
な
ど
、
班
長

手
作
り
の
料
理
を
食
べ
、
飲
ん
だ
り
し
な
が

ら
歓
談
し
ま
す
。
子
供
た
ち
は
山
車
を
、
大

き
な
か
け
声
で
町
内

一
周
し
ま
す
。
い
つ
も

は
静
か
な
町
内
で
す
が
、
活
気
あ
ふ
れ
る
子

供
た
ち
の
声
で
元
気
を
貰
い
ま
す
。
前
日
は

公
園
で
前
夜
祭
を
行
い
焼
き
そ
ば
、焼
き
鳥
、

飲
み
物
な
ど
の
夜
店
が
出
て
に
ぎ
や
か
な

一

夜
で
す
。

地
元
で
生
ま
れ
、
育
ち
成
人
と
し
て
都
会

や
地
方
で
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
、
孫
た
ち

が
故
郷
を
思
い
帰
郷
し
て
知
人
、
友
人
と
の

再
会
、
知
ら
な
い
者
同
士
が
知
り
合
う
交
流

の
場
、
そ
う
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
を

込
め
て
今
年
で
３５
回
を
迎
え
た
原
の
前
の
日

で
し
た
。
文
化
広
報
部
員
　
宮
内
　
佐
智
子

今
年
は
７
月
２‐
日
に
い
つ
も
の
採
線
路
わ

き
の
跨
線
橋
下
の
広
場
に
舞
台
を
組
ん
で
会

場
を
設
営
し
ま
し
た
。

恒
例
に
な
り
ま
し
た
神
輿
の
練
り
歩
き
を

「も
り
の
家
」
の
お
年
寄
り
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
山
車
を
引
い
た
ご
一褒
美
を

待
っ
て
い
ま
す
。
文
化
広
報
部
員
　
飯
田
　
隆
夫



第 25号 三中地区 公民館だより 平成25年 10月 1日



平成25年10月 1日 三中地区 公民館だより 第 25号

中
村
南

一
丁
目
は
５
年
前
か
ら
貝
塚
さ
・ん

（元
区
長
）
の
提
案
で
敬
老
の
日
に
渡
す
絵

手
紙
を
子
ど
も
会
が
夏
体
み
モ
利
用
し
て
児

童
公
民
館
に
集
ま
り
和
気
あ
い
あ
い
と
、
ま

た
真
剣
に
描
い
て
い
ま
す
。

２
時
間
ほ
ど
の
短
い
時
間
で
す
が
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
接
す
る
こ
と
の

少
な
い
お
子
さ
ん
に
は
優
し
さ
と
い
た
わ
り

の
心
が
育
ま
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
も
こ

の
絵
手
紙
が
た
い
そ
う
喜
ば
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
現
代
社
会
は
高
齢
化
、
核
家
族
時
代
、
老

後
は
悠
々
自
適
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

子
ど
も
は
宝
で
す
。
そ
ん
な
子
供
の
純
粋
な

楽
し
く
や
さ
し
い
絵
手
紙
が
敬
老
の
日
に
赤

飯
と

一
緒
に
届
け
ら
れ
た
ら
だ
れ
で
も
ほ
の

ば
の
と
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
も
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
５
年
前
よ
り

子
供
た
ち
の
絵
手
紙
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

文
化
広
報
部
員
　
一局
山
　
愛
子

土
浦
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
の
事
業

の

一
つ
表
彰
事
業
の
表
彰
式
が
８
月
２‐
日
、

土
浦
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ト

「ワ
ー

ク
ヒ
ル
土
浦
」
で
開
催
さ
れ
、
三
中
地
区
か

ら
は
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【個
人
の
部
】
（敬
称
略
）

＊
塚
原
　
昭
吾

（荒
川
沖
西
二
丁
目
）

青
少
年
育
成

・
環
境
美
化

（１０
年
）

＊
宮
本
　
博
海

（乙
戸
南
二
丁
目
）

環
境
美
化

（１１
年
）

【団
体
の
部
】

＊
西
根
南

一
丁
目
自
治
会
婦
人
部

環
境
美
化

（１０
年
）

【地
域
の
部
】

優
秀
賞
　
一三
中
地
区
市
民
委
員
会

優
秀
賞
　
荒
川
沖
東

一
丁
目
熟
年
会

優
秀
賞
　
中
村
南
三
丁
目
か
け
は
し
会

優
秀
賞
　
中
村
南
三
丁
目
三
和
ク
ラ
ブ

優
良
賞
　
北
荒
川
沖
町
自
治
会

優
良
賞
　
中
村
南
五
丁
目
さ
わ
や
か
会

優
良
賞
　
荒
川
沖
さ
ら
さ
マ
ン
シ
ョ
ン

店
舗
会

【学
校
の
部
】

優
秀
賞
　
土
浦
市
立
土
浦
第
三
中
学
校

優
良
賞
　
土
浦
市
立
中
村
小
学
校

土
浦
市
三
中
地
区

公
民
館
　
館
長
日
高
　
寿
志

４
月
よ
り
館
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
日

高
と
申
し
ま
す
。

三
中
地
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
公
民

館
の
運
営
並
び
に
各
種
事
業
の
推
進
に
対
し

ま
し
て
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

三
中
地
区
公
民
館
は
、
地
域
の
集
会
、
交

流
、
学
習
活
動
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
地
域

に
お
け
る
福
祉
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
拠
点
と
し
て
の
３
つ
の
機
能
を
持
っ
て
お

り
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で

す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
窓
□
で
あ
る
公
民

館
で
、
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
大
変
う
れ
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三
中
地
区
の

よ
り

一
層
の
発
展
の
た
め
、
ま
た
、
地
域
の

皆
様
、
公
民
館
を
利
用
さ
れ
る
方
々
に
、
今

以
上
に
親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
公
民
館
と
な

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４
月
か
ら
土
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
東
支

部
へ
配
属
と
な
り
、
三
中
地
区
公
民
館
に
勤

務
し
て
お
り
ま
す
。
配
属
当
初
か
ら
三
中
地

区
の
皆
さ
ん
よ
り

「あ
た
た
か
い
お
言
葉
」

を
か
け
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

私
が
所
属
す
る
社
会
福
祉
協
議
会
東
支
部

は
、
福
祉
の
相
談
窓
□
や
地
域
の
福
祉
活
動

紙
面
い
っ
ぱ
い
と
な
り

ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま

で
２５
号
が

で
き
ま
し

土
浦
市
社
会
福
祉
協
〓菌
不
　

た
。
ご
協
力
に
感
謝
い

東
支
部
　
王ヽ
幹
　
　
　
　
た
し
ま
す
。

中
根

　

一
幸

を
推
進
す
る
た
め
三
中
地
区
公
民
館
を
拠
点

に
各
種
事
業
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

仕
事
を
す
る
中
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
身

近
に
接
し
改
め
て
三
中
地
区
の

「地
域
力
の

素
晴
ら
し
さ
」
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
三
中
地
区
の
た
め
に
、　
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。囲
□
国
□

編
集
作
業
は
８
月
に
入
り
皆
様
か
ら
の
原

稿
の
到
着
を
待
ち
な
が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
入
力

を
始
め
ま
し
た
が
３５
度
近
い
猛
暑
で
す
。
三

中
地
区
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
各
町
内
の
文
化

広
報
部
員
か
ら
頂
戴
し
ま
し
た
。
写
真
の
貼

り
付
け
が
文
章
と
の
間
に
う
ま
く
配
置
で
き

ま
せ
ん
―
　
で
も
頑
張
る
。

た
く
さ
ん
の
話
題
が

こ
の
欄
を
お
借
り
し
て
、
三
中
地
区
公
民

館
前
任
の
お
二
人
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

細
野
賢
司
館
長
は
土
浦
市
役
所
の

「市
民
生

活
部
市
民
活
動
課
」
で
、
社
会
福
祉
協
議
会

の
高
橋
浩
さ
ん
は

「社
会
福
祉
協
議
会
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
て
勤
務
し
て
い
る

旨
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
の
で
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

文
化
広
報
部
　
副
部
長
　
赤
川
　
澄
信

(6)
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